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平 成 ２平 成 ２平 成 ２平 成 ２ ６６６６ 年 度年 度年 度年 度 津 市 農 業 委 員 会 定 期津 市 農 業 委 員 会 定 期津 市 農 業 委 員 会 定 期津 市 農 業 委 員 会 定 期 総 会総 会総 会総 会 議 事議 事議 事議 事 録録録録     

 

日      時  平成２６年５月２３日（金）午後２時００分 

 

場      所  津市役所本庁舎 ８階 大会議室 A 

 

出 席 委 員  

番号 ３番 森  恒利 委員、番号 ４番 山路 正德 委員、 

番号 ６番 赤塚  薫 委員、番号 ９番 大田 武士 委員、 

番号１０番 奥山 勘五郎 委員、番号１１番 下井  弘 委員、 

番号１２番 喜多 義幸 委員、番号１３番 丹羽 芳久 委員、 

番号１４番 前田 紀男 委員、番号１５番 杉谷 正美 委員、 

番号１６番 田中 茂人 委員、番号１７番 前田 憲生 委員、 

番号１８番 牧野 礼吉 委員、番号１９番 尾川 秀郎 委員、 

番号２０番 中川 文博 委員、番号２２番 中林 長一 委員、 

番号２３番 平井 秀次 委員、番号２４番 平松 義啓 委員、 

番号２５番 伊藤 武則 委員、番号２６番 稲葉 和久 委員、 

番号２７番 大井 一司 委員、番号２８番 鈴木 照正 委員、 

番号２９番 田口 慶則 委員、番号３０番 諸戸 善昭 委員、 

番号３１番 上川 洋文 委員、番号３２番 田中 竹次 委員、 

番号３３番 守山 孝之 委員、番号３４番 淺井  競 委員、 

番号３５番 池田 昌司 委員、番号３６番 井谷  㓛 委員、 

番号３７番 岸野 隆夫 委員、番号３９番 藤田  武 委員、 

番号４０番 結城 晉三 委員、番号４１番 川邊 千秋 委員、 

番号４３番 後藤  勝 委員、番号４４番 木下 榮雄 委員、 

番号４５番 加藤 美江子委員、番号４６番 八太 正年 委員、 

番号４７番 中谷 秀也 委員、番号４８番 前川 正次 委員  

以上 ４０名 

 

欠 席 委 員  番号 １番 池田 長義 委員、番号 ２番 太田 義政 委員、 

番号 ５番 青木 正司 委員、番号 ７番 伊藤 征一 委員、 

番号 ８番 江藤 治三 委員、番号２１番 井村  功 委員、 

番号３８番 中川 和雄 委員、番号４２番 片岡 眞郁 委員 

以上  ８名 

 

議      長  番号３３番 守山 孝之  

 

事 務 局 職 員  飯田事務局長、鈴村次長、大西調整・担当主幹、倉田担当副主幹、 

大原主査 

 

総合支所併任職員  久居：木下担当主幹、加賀主査 河芸：服部主査  

芸濃：後藤副主幹 美里：小林担当主幹、中野主査  

安濃：北角担当主幹、紀平担当副主幹 香良洲：辻村担当主幹  

一志：片山担当主幹 白山：前田担当副主幹  

美杉：松田担当主幹、小林担当副主幹、 
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議 事 録 署 名 者  番号１８番 牧野 礼吉、番号２７番 大井 一司  

  
 

事      項 

   議案第１号 平成２５年度事業報告について 

   議案第２号 平成２６年度事業計画（案）について 

    
 

議   事   の   大   要 

 

司会者(次長)  失礼します。本日、津市農業委員会定期総会の司会を務めさせていただき

ます、農業委員会事務局次長の鈴村でございます。 

どうぞよろしくお願い致します。 

ただ今から、農業委員会事務局長の飯田より開会宣言をいたします。 

 

事務局長    長らくお待たせ致しました。 

本日は何かとお忙しいなか御出席を頂きましてありがとうございます。 

御案内申し上げました時刻になりましたので、ただ今から平成２６年度津 

市農業委員会定期総会を始めさせて頂きます。 

 

司会者(次長)    現在の出席委員数を報告させていただきます。 

在任委員４８名中４０名のご出席をいただいております。  

農業委員会等に関する法律第２１条第３項の規定により、過半数を超えて

おりますので、本日の総会が成立いたしますことを御報告申し上げます。 

          それでは、開会にあたりまして、守山農業委員会会長より御挨拶をお願い

致します。 

 

会長         ＜あいさつ＞ 

 

司会者(次長)  ありがとうございました。  

続きまして、本日、来賓として御臨席を賜っております津市長の前葉泰幸 

様より御挨拶を頂きたいと思います。 

 

津市長        ＜あいさつ＞ 
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司会者(次長)  ありがとうございました。 

続きまして、御臨席をいただいております津市議会議長の田矢修介様より

御挨拶を頂戴したいと思います。 

 

津市議会議長  ＜あいさつ＞ 

 

司会者(次長)  ありがとうございました。 

本日ご臨席をいただいております来賓の皆様から御挨拶いただくのが本意 

ではございますが、時間の都合もございますので、御紹介のみとさせて頂き

ます。 

津市農林水産部長 野呂武弘様でございます。 

津市農林水産部次長 田中完爾様でございます。 

津市農林水産部農林水産政策担当参事兼農林水産政策課長 伊藤順通様で

ございます。 

また、本総会に向け、衆議院議員の川崎二郎様、三重県議会副議長の前田

剛志様、前参議院議員の高橋千秋様より祝電を頂戴いたしております。 

           総会会場の後方出入り口の所に掲示させていただいておりますので、のち

ほどご覧いただきたいと思います。 

        それでは、議事に入らせていただきたいと思いますが、御臨席をいただい

ております来賓の皆様方におかれましては、公務の都合により、ここで退席

させていただきますので、よろしくお願い致します。お忙しい中、ありがと

うございました。 

 

＜来賓 退席＞ 

 

司会者(次長)  それでは、議事に入らせていただきます。 

津市農業委員会総会会議規程第５条の規定により総会の議長は、会長がこ

れに当ることとされておりますので、守山会長に議長を務めていただき、議

事を進めていただきたいと思います。 



 4

守山会長よろしくお願いします。 

 

議長(会長)   規定により議長を務めさせていただきます。 

皆様の御協力をよろしくお願いいたします。 

         それではまず、議事録署名者の指名についてでございますが、津市農業委

員会総会会議規程第６条第２項の規定により、１８番 牧野礼吉委員、２７

番 大井一司委員のお二人に議事録署名をお願いします。 

それでは、議案第１号「平成２５年度事業報告について」を議題とします。

事務局に説明をさせます。 

 

事務局(主幹)  お手元の平成２６年度定期総会議案書の２ページをお願いいたします。 

総会等開催状況でございます。 

定期総会につきましては、５月２４日に本庁舎８階大会議室で開催し、議

事の内容は、平成２４年度事業報告について、平成２５年度事業計画につい

て、でございました。 

役員会につきましては、１０月２３日に水道局庁舎で開催し、議事の内容

は、建議に係る市長との意見交換会について、でございました。 

三重県都市農業委員会会長会議は、８月２４日に伊勢市でご覧の提出議題

をテーマとして開催されました。 

建議につきましては、１０月２５日に会長はじめ役員出席のもと市長との

意見交換会を行いました。 

建議の内容は、大きく、１農業経営の強化 ２農地の保全と活用 ３農業

基盤整備 ４鳥獣害対策について、でございました。 

次に、農業振興部会関係でございます。 

会議の開催状況につきましては、第１回は、４月 1７日に専門部会を水道局   

庁舎で開催し、①定期総会について②第１回視察研修について協議していた

だきました。 

第２回は、５月２２日に専門部会を水道局庁舎で開催し、①第１回視察研

修について②平成２４年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価並

びに平成２５年度の目標及びその達成に向けた活動計画の決定について協議
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していただきました。 

第３回は、７月４日に専門部会をサンヒルズ安濃で開催し、①建議について

②研修会（講演）について協議していただきました。 

第４回は、８月２６日に専門部会を水道局庁舎で開催し、①建議について② 

研修会（講演）について③農業者等との意見交換会について協議していただき

ました。 

第５回は、１０月１日に専門部会を水道局庁舎で開催し、①農業者等と農業

委員との意見交換会について②視察研修について協議していただきました。 

第６回は、１０月１０日に研修会をサンヒルズ安濃で開催し、三重大学大学

院生物資源学研究科内山智裕准教授より、新たな農業政策の展開と地域農業の

展望について講演をいただきました。 

第７回は、１１月１日に専門部会を水道局庁舎で開催し、①農業者等と農業

委員との意見交換会について②建議に係る市長との意見交換内容の報告につい

て③視察研修について協議していただきました。 

第８回は、１２月２４日に専門部会を水道局庁舎で開催し、①農業者等と農

業委員との意見交換会の結果について②農業委員会委員等研修会について協議

していただきました。 

第９回は、１月３１日に専門部会を水道局庁舎で開催し、①農地パトロール

の調査結果について②農業委員会委員等研修会について③農業委員会委員選挙

人名簿登載申請書の確認について協議していただきました。 

第１０回は、２月１８日に研修会をサンヒルズ安濃で開催し、三重県農業会

議佐野係長より、議事内容の１から６の項目について講演をいただきました。 

第１１回は、３月２８日に専門部会を水道局庁舎で開催し、①平成２６年度

事業計画について②平成２５年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評

価（案）について③平成２６年度の目標及びその達成に向けた活動計画（案）

について協議していただきました。 

視察研修でございます。 

７月１７日に視察先の大紀町の野原工房げんき村におきまして、廃校となっ 

た校舎で村づくりの活動等の取組状況及び狩猟した鹿・猪の食材利用について、

伊賀市では阿波地域住民自治協議会が行っている集落ぐるみでの獣害対策につ
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いて研修及び意見交換を行いました。 

２月４日には、豊橋市の農業諸問題についての現状や、農業後継者問題への

取組事例等の研修及び意見交換を行いました。 

視察来庁はありませんでした。 

農業者等と農業委員会との意見交換会でございます。 

１１月１２日に、サンヒルズ安濃で津市の農業における諸問題をテーマに意

見交換を行いました。 

６ページをお願いいたします。 

農地部会関係でございます。部会開催状況につきましては、第１農地部会と

第２農地部会において、毎月１回、主に３条、４条、５条関係などの審議を行

っていただきました。開催場所は、４月は、第１農地部会は美里庁舎、第２農

地部会は美杉総合開発センターではじまり、輪番制により、それぞれの各総合

支所庁舎で農地部会を開催しました。この表は、月別に件数をまとめたもので

ございます。 

７ページをお願いいたします。 

一番下の合計の欄でございますが、議事件数については、３条関係が１７０

件、４条関係が８８件、５条関係が２２３件、他全１８１議案であります。 

８ページをお願いいたします。 

農地転用に係る現地確認の状況でございます。 

１，０００㎡以上の農地転用について現地確認の件数と面積を月別にまとめ

ております。 

表の一番下の１年間の計でございますが、第１農地部会は４７件、面積は  

１３６，８０７㎡、第２農地部会は４１件、面積は９１，０７２㎡でございま

した。 

９ページをお願いいたします。 

農地法関係の市許可でございます。 

第１、２農地部会の合計は、１８条６項関係が、件数は２５１件で、面積は 

６７７，２１３㎡、３条関係が、１７０件で２８５，８３７㎡、４条許可関係

が８８件で６６，４９４㎡、４条届出関係が６６件で３３，０５１㎡、５条許

可関係が２２３件で２４４，６５９㎡、５条届出関係が１５２件で  
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１０２，５２７㎡でございました。 

次に農地法関係の県許可、農林水産大臣許可はございませんでした。  

続きまして、１０ページをお願いいたします。 

農業経営基盤強化促進法関係でございます。第 1、２農地部会の合計で、貸借

につきましては、田が１，８０４件で４，２６８，１２５．６８㎡、畑が 

１９９件で１７１，５５７．８３㎡でございました。 

所有権移転につきましては、田が１９件で７５，７７１㎡、畑が４件で   

３，６４２㎡でございます。このうち、認定農業者の集積状況については、第

１、２農地部会の合計が９４０件で、３，０５７，９４３．０７㎡でございま

した。 

１１ページをお願いいたします。 

農業委員会だより関係でございます。発行回数は２回でございまして、第  

１９号は、平成２５年９月に発行し、記事の内容については、御覧のとおりで

ございます。 

第２０号は、平成２６年３月に発行し、記事の内容については、御覧のとお

りでございます。 

編集委員会の開催状況でございますが、７月９日、１月１４日の合計２回開

催いたしました。 

次に、農業者年金関係でございます。 

平成２５年度は、新規加入者が１名、待機者２名、受給者５７名のうち、経

営移譲年金は４０名、老齢年金が１７名でございます。 

合計としまして加入者が５６名、待機者が２６名、受給者のうち、経営移譲

年金５３１名、老齢年金２８０名であります。 

説明は以上でございます。 

 

議長(会長)   ただ今の平成２５年度事業報告について、何か御意見等がございましたらよ

ろしくお願いします。 

 

＜質疑応答なし＞ 
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議長(会長)     御意見等もないようですので、本案件は原案どおり可決することに致しま

すが御異議ございませんか。 

 

           ＜異義なし＞ 

 

議長(会長)    御異義ないものと認め、議案第１号平成２５年度事業報告については原案

どおり可決することと致します。 

             続きまして、議案第２号「平成２６年度事業計画（案）について」を議題

とします。 

事務局に説明をさせます。 

          

事務局(主幹)  引き続きまして議案書の１３ページをお願いいたします。 

まず事業方針でございます。 

読ませていただきます。 

平成２６年度 事業計画  

第１事業方針 

我が国の農業は、農業生産額が大きく減少する中で、農業従事者の高齢化、 

耕作放棄地の拡大など大変厳しい状況にある。       

このような中、国においては、農業・農村の所得を今後１０年間で倍増させ

ることを目指して、農業を足腰の強い産業としていくための政策と、農業・農

村の有する多面的機能の維持・発揮を図るための政策を車の両輪として推進

し、関係者が一体となって、次のような施策に取り組むこととしている。 

○ 学校給食、地産地消、食育等を通じた国内需要の増大と輸出の促進。 

○ 都道府県ごとに設置される農地中間管理機構の活用による担い手への農

地の集積・集約化と同時に荒廃農地の発生防止・解消。 

○ 地域の農業者が共同で取り組む地域活動を支援する日本型直接支払制度 

（多面的機能支払）の創設。 

○ 被害の深刻化・広域化に対応するため、関係府省が連携しての鳥獣害対策

の推進。 

また、津市では、地域農業に深刻な被害を及ぼしている有害鳥獣について引 
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き続き積極的に対策を講じるとともに、地域農業を未来に繋いでいくための重 

要な課題である新たな農業従事者の確保・育成のため、新規就農希望者がワン  

ストップで相談できる「就農相談窓口」を今年度新たに開設している。 

国及び市によりこれらの新たな農業施策が展開される中、農業委員会としては、 

農業者の利益代表組織として、これら施策に積極的に関与していくとともに、農 

業者の生活の安定と地位向上に取り組んでいく。 

さらに、国の新たな農業施策の展開に伴い、農業委員会業務の基本となる農地 

法が改正されていることから、的確な法令の理解のもとこの運用にあたる。 

一方、農業を取り巻く環境は大きく変化しており、農業委員会は、そのあり方 

が問われる時代となっている。 

農業委員会としては、農業改革が進められる中で、耕作放棄地が増加している 

現状や、今後、多様な担い手の参入が予想されることを踏まえ、農業委員会が持

つ機能を一層強化していく必要があり、また、農業委員会の業務や体制が、今後

どのような方向に向かうのかを見極めていく必要がある。 

第２事業計画 

１．会議の開催 

①総会 

農業委員会等に関する法律第２１条の規定に基づき、事業経過報告、事業計      

画承認等を議題として定期総会を開催する。また、必要に応じて臨時総会を開

催する。 

②役員会 

農業委員会の重要事項及び農地部会、農業振興部会等の調整など、農業委員

会の円滑な運営を図るため役員会を開催する。なお開催の時期等については、

必要に応じて随時決定する。 

③農地部会 

農地法及びその他関係法令に基づく農地の利用関係の調整、審議と事務処理

のため第１農地部会並びに第２農地部会を、毎月１回日時を定めて開催する。 

なお、これらの部会を開催する前に現地の確認を行う。 

また、農地法第３条の許可要件である津市における適正な下限面積について

検討する。 



 10

これについては農業委員会において今年度の主要事業と位置づけておりま

す。           

④農業振興部会 

津市の農業振興施策の推進とその啓発活動等について、必要に応じ農業委

員会としての事業や研修などの計画・立案、また、検証のため農業振興部会

を開催する。 

農業振興部会には農業委員会委員全員が参加するものとするが、その計

画・立案等を専任的に行うための農業振興専門部会を設置し、概ね月１回の

予定で開催する。 

２．研修並びに先進地視察 

①研修 

農業委員会委員の見識と資質の向上のため、また、最新の農業情勢等を把

握するために研修会を実施する。実施の時期は概ね８月に予定し、テーマな

どは農業振興専門部会等において検討し、決定するものとする。 

また、農業振興施策の情報収集等、必要が生じた場合においては、行政機関

の関係者等を講師に招き、随時、研修会を実施する。 

また、平成２７年１月には三重県農業会議が主催する「農業委員会委員等

研修」に参加し、農業委員会委員としての知識の習得を行うものとする。 

②視察研修 

農業委員会委員として、施策のあり方や手法について、先進自治体の組織

や施設を視察することは合理的で効果的であり、また、遠方であっても近隣

にはない優れた施策を展開している市町村や農業委員会がある。このことか

ら、本年度は、一泊二日の行程での視察研修を１１月頃に実施する。なお、

視察先については、農業振興専門部会等で検討し、決定するものとする。 

③農業者等と農業委員会との意見交換会 

地域の農業者や関係女性団体等を交えた農業委員会との意見交換会を平成 

２７年２月に予定する。 

地域農業が抱える問題や将来のあり方に関して幅広い意見を聴取し、農業

委員会の今後の活動に役立てる。    

３．建議 
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農業委員会等に関する法律第６条に規定される「建議」は、農業委員会が

行う事業の中で最も重要なもののひとつであり、農業者の声を直接市長に届

け、意見交換を行う。 

「担い手育成対策」「耕作放棄地の解消」「鳥獣害対策」など大きな懸案事

項を中心に、今後の地域農業のあり方について建議する。 

４．耕作放棄地対策 

１０月から１１月にかけて農地パトロールを全市的に実施して耕作放棄地

の利用状況の実態を把握する。また、所有者に対して当該農地の利用につい

て意向調査を行うとともに、その状況を農地台帳に記録するなど耕作放棄地

解消に向けた取り組みを行う。 

５. 農業委員会だより 

農業に関する身近な話題や意欲ある担い手の紹介、国・県などの施策、農

地関係の法律知識などの情報を農家の方々に情報を提供する。発行は年２回

とし、農家の方々に役立ち、親しまれる広報紙を目指し、農業委員会だより

編集委員会が編集にあたる。 

６．農業者年金 

農業者の老後の安定と福祉の向上のために設けられた農業者年金制度につ

いては、三重県農業会議、管内農業協同組合と緊密に連携しながら、農業委

員会だより等を利用し、その啓発普及と加入促進に努める。 

以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

議長(会長)    ただ今事務局から説明のありました平成２６年度事業計画（案）について、

何か御意見等がございましたらよろしくお願いします。 

 

＜質疑応答なし＞ 

 

議長(会長)   御意見等もないようですので、本案件は原案どおり可決することに致しま

すが御異議ございませんか。 

 

＜異議なし＞ 
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議長(会長)   御異義ないものと認め、議案第２号平成２６年度事業計画（案）については

原案どおり可決することと致します。 

ありがとうございました。 

これで、本日の議事は全て終了しました。 

     スムーズな議事運営に御協力を賜りありがとうございました。 

       これで定期総会は閉会とさせていただきます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            午後２時４８分 

  

上記は、平成２６年度 農業委員会定期総会の議事を録したものである。 

 

 

 

  平成２６年５月２３日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議事録署名者 

 

 

議事録署名者 


